
 東海第二原発の再稼働阻止と廃炉実現へ署名のご協力を！ 

－ 8月10日63,746筆の署名提出、合計23万6千筆に達し、さらに 30万筆へ積み上げましょう！  

－ 子どもたちの健康と希望のもてる将来のために！ 
 

県民の皆さん！ 
 

福島第一原発の大事故から既に 1 年半以上たったにもかかわらず、四つの原子炉には近寄れず、周辺の放射能汚染

地域は除染の見通しも立っておりません。 

避難者の帰還はもちろん、放射能汚染による農業・漁業等地域経済の立て直しにも光がみえません。  

東海村にある東海第二原発は、昨年 3月 11日の東日本大震災により、危うく福島第一原発と同様の深刻な事態になる

ところでした。 

東海第二原発から20km圏内には、福島の6倍の71万人が、30km圏内には94万人が暮らしており、全国一の人口

密集地です。ここで同様の事故が発生すれば、想像を絶する被害の発生が予測されます。 

東海第二原発は、運転開始から 33年が経過し老朽化によるトラブルも頻繁に起きています。 

他方、東海村には、JAEA核燃料サイクル工学研究所の再処理施設に超高濃度の放射性廃液が約400立方メートルも

あり、廃液が海に漏れた場合は北半球海域に及ぼす影響は甚大で、人類の生存にかかわる事態ともなります。 

地元東海村の村上村長は、「東海第二原発」の運転再開に絶対反対の意見を表明し、速やかな廃炉を求めています。 
 

加えて8月現在、県内18市町村議会（土浦・古河・石岡・結城・高萩・北茨城・取手・牛久・つくば・鹿嶋・守谷・筑西・小美

玉・常総・五霞・城里・美浦・阿見）で「東海第二原発の廃炉を求める意見書」が採択され、龍ヶ崎市議会では「県民の同意

なき再稼働中止の陳情」を採択、他 3 市議会（水戸・常陸太田・かすみがうら）では請願趣旨の採択となり、いずれも政府・

県に送られて、その主旨の実現を要求しています。県内の半数の市町村議会が東海第二原発の再稼働中止ないしは廃

炉を求めているのです。 
 

橋本昌知事宛ての「東海第二原発の再稼働中止と廃炉を求める署名」は既に 23万6712筆に達しています。私たちは、

ひきつづき、県民数十万人の署名を決意しました。 

第5次の知事あて署名は 10月末を締め切りとします。県民・団体の署名運動参加を心より訴えます。 
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 呼びかけ人（知事宛署名提出代表） 
茨城大学名誉教授 医 師 茨城県弁護士 女 性 団 体 

飯塚 和之 木戸田 四郎 会沢 雄策（水戸市・会沢クリニック） 五來 則男 長田 満江 

金原 實 斎藤 登志雄 秋山 三郎（水戸市・秋山クリニック） 坂本 博之 （県母親連絡会） 

酒井 はるみ 塩見 正衛 石井 啓一（取手市・あおぞら診療所） 佐藤 大志 間宮 孝子 

進藤 寛 髙村 義規 大塚 欽一（水戸市・大塚小児科医院） 長瀬 佑志 （新日本婦人の会） 

田口 守 田村 武夫 岡山 伸一（結城市・神明橋歯科医院） 丸山 幸司 山内 絢子 

長南 信雄 徳江 和雄 櫻井 保之（土浦市・桜井内科医院） 安江 祐 （日本婦人有権者同盟） 

野田 二次男 林 尚孝 玉那覇 好生（つくば市） 谷萩 陽一  

東 敏雄 森泉 昭治 中川 真浩（那珂市・デンタルクリニック） 元阿見町長 川田 弘二 

茨城大学教授 沼田 吉隆（水戸市・翠清福祉会） 元那珂町長 宮本 雅二 

小泉 淳二 賀来 健輔 山川 文男（水戸市・城南病院） 元瓜連町長 先﨑 千尋 

田中 重博 曽我 日出夫  元五霞町長 大谷 隆照 

深澤 安博 田中 健次 茨城工業高等専門学校名誉教授 NPO法人 東日本大震災応援隊 

渋谷 浩一 山根 爽一 鈴木 佐年 代表 府川 守 

  元茨城県内水面水産試験場長 洋画家 武石 絹枝 

  浜田 篤信 つくばね川柳会会長 太田 紀伊子 
 

東海第二原発の廃炉をめざす県民センター ・ 連絡先 田村 武夫 Tel&Fax.029-252-4801 

311-4145 水戸市双葉台 2-28-4 


